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日本の教育や技術力、女性の立場、貧困、地域格差、教育格差、賃金等々、

2000 年の少し前から遅れ始め空白の 20 年（近年では 30 年）と言わ

れていることに対して文部省は 2020 年に新しい大学入試選抜におけ

る「学力の 3 要素」を

①知識・技能　②思考力・判断力・表現力　③主体的な協働とし、今ま

での遅れを取り戻そうとしています。

特に①に関係するものが『STEM』でした。

私たちは色々な教育施設の設計や教育をする中で、私たちは色々な教育施設の設計や教育をする中で、

その地域の独自性を入れる事が重要だと考えています。その地域の独自性を入れる事が重要だと考えています。

地域 =Region地域 =Region にたったひとつの建築をつくるという考えを持ち、にたったひとつの建築をつくるという考えを持ち、

STEAME に地域＝STEAME に地域＝ RegionRegion の考えを導入しの考えを導入し『ST『STRREAM』EAM』とし、施設を作るとし、施設を作る

ことを目指しています。ことを目指しています。

→→
→→

==

市ならではの、市ならではの、
地域地域 ((RRegion）egion）の課題の課題 学校に集まって学校に集まって

大人も子供も大人も子供も
共に学びたい共に学びたい

この街ならではのこの街ならではの
学校学校

学童保育の需要増学童保育の需要増

街を愛して街を愛して
支えていく支えていく

次世代が必要次世代が必要

高潮の危険高潮の危険

外国籍の人も多く外国籍の人も多く
多文化が触れ合う多文化が触れ合う

STSTRREAMEAM
（STEAM+（STEAM+RegionRegion))

街のシンボル、街のシンボル、
のような学校のあり方のような学校のあり方

==

街と街と
繋がる繋がる

街の街の
誇り誇り

ヒューマンスケールヒューマンスケール 街を繋ぐ街を繋ぐ

みんなのみんなの
居場所居場所

緑で溢れる緑で溢れる

囲われ感囲われ感

行き止まりなく行き止まりなく
繋がっていく繋がっていく

当初 STEM の考えで色々な事を乗り切ろうとしましたが、

教科書中心の教えでは上手く行かないということで

特に②思考力・判断力・表現力　③主体的な協働を強化する為に、

『LIBERAL LIBERAL ARTSARTS』の考えが導入されて、『STEAAM』となりました。

元々ギリシャ・ローマ時代の「自由７科」（文法、修辞、弁証、算術、幾何、天文、音楽）元々ギリシャ・ローマ時代の「自由７科」（文法、修辞、弁証、算術、幾何、天文、音楽）
に起源を持っている。その時代に自由人として生きるための学問がリベラルアーツの起に起源を持っている。その時代に自由人として生きるための学問がリベラルアーツの起源源。。

＝

複合化などにより、生まれてから老後まで訪れる事が出来る新しいタイプの学習環境を持った公共施設が重要です
まちならではの特徴を取込み、まちの人々の居場所をつくります

STEMSTEM STEM（科学 / 工学の横断学習）STEM（科学 / 工学の横断学習）
によって自発性、創造性、判断力問題解決力を養うによって自発性、創造性、判断力問題解決力を養う

ScienceScience
TechnologyTechnology
EngineeringEngineering
MathMath

STESTEAAMM
2000 年代から重視された STEM（科学 / 工学の横2000 年代から重視された STEM（科学 / 工学の横
断学習）に Art（芸術 / 教養 / 創造性）を加え、変断学習）に Art（芸術 / 教養 / 創造性）を加え、変
化への対応力を育む。化への対応力を育む。近年文科省も注目近年文科省も注目

ScienceScience
TechnologyTechnology
EngineeringEngineering
ArtArt
MathMath

GDP-GNH( ｸﾞﾛｽﾅｼｮﾅﾙﾊﾋﾟﾈｽ )-GAH( ｸﾞﾛｽｴﾘｱﾊﾋﾟﾈｽ )
ﾌﾞｰﾀﾝ
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学校　　　　　学校　　　　　

図書館図書館 美術館博物館

劇場
コンサートホール

水族館

動植物園

昆虫館

etc

資料館

記念館

科学館

公民館公民館
（体育室）（体育室）

保育園保育園

認定認定
こども園こども園

幼稚園幼稚園

水槽・・・
魚

虫かご・・・昆虫

街の歴史・・・
郷土資料 ＝ Ｒ

技術

芸術

数学

科学

工学・
ものづくり

児童センター福児童センター福
祉祉

スポーツ施設

ブックブック
スタートスタート

街の文化施設地元の自立を手助けする施設

生涯学習について

脳の胎生は生
まれてから
18 日～ 24 週

（6 ヶ月）
帰巣本能

帰巣本能
地元に帰りたい

格差が追いつけない 修士学士 博士

ここまでが重要

ものを判断するには 5-6 才までの教
育が重要

図書館を中心とした施設で幼少期
から、生き物や芸術、郷土資料、
音楽、運動などに触れることで、
その子供たちが大きくなってから
でも、街の文化施設や生涯学習施
設に親しみを持ち、街全体が活性
化すると考えます。

学校図書館 S　T　R　E　A　MSTEM→ STEAM
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才 才才 才才 才才 才 才 才
６
才
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同じ遺伝で脳を刺激した子とできなかった子の将来イメージ

受け口を
台形状に
大きくする

多くの能力を吸収
できるようになった

創造力 発想力

遺伝

模倣力 処理能力 表現力

推理力理解力

論理力

発想力

思考力

記憶力

吸収力

転換力判断力

集中力

能力

計算力

拡散力

ひらめき

刺激して拡がった脳の器拡がらなかった脳の器

収まりきらずに
こぼれる能力

創造力

発想力

遺伝

模倣力
処理能力

表現力
推理力

理解力

論理力
発想力

思考力 記憶力

吸収力

転換力

判断力
集中力

計算力

拡散力

ひらめき

2歳

０歳

６歳

5歳
においを嗅いだり、
よくみたり聞くことで
生き物を知る

９歳

中学入試

大学入試

就職

生まれながらに持つ
基本的才能（絶対音感等）

高校入試
(入試の平均点にかなりの違いがでる)

１5 歳 帰巣本能→Region
(ここまで幸せに過ごすと、生まれ育っ
た場所に帰ることが多くなる)
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１5 歳 帰巣本能→Region
(ここまで幸せに過ごすと、生まれ育っ
た場所に帰ることが多くなる)

同じ遺伝で脳を刺激した子と出来なかった子の将来イメージ

「学習の積み木」：右記「Helping Children Succeed」より（NY の
非営利団体「Turnaround for Children」作図）

教育やジェンダー格差等について、日本の水準低下が問題視されていま

すが、それらの根幹は認知・非認知両方の能力獲得にあり、0 ～ 6 才ま

でが特に大事です。幼稚園や家庭が提供する環境や教育、体験の質、更

にはそれをいかにつくるかが重要です。

図書館や公民館、学校などを設計する中で、子供の個人的な格差だけで

なく地域格差があるとも痛感しました。

（東京、京都、大阪の大都市や名古屋等中都市の格差を考慮します。）

垂直に伸びていく能力を 0-6 才までの間に水平にも伸ばして行くことが重要です。

多くの異なる世代との交流や、ラーニングコモンズなどの新しいタイプの学習環境などによって子供の発達を促します。

0-6 才頃

事実から知恵へ

少ない
ほど多い
知恵知恵

量
網羅
客観性

価値
構造
主観性

知識知識

理解理解

情報情報

事実事実

+ 統合付与

+ 確信付与

+ 推論付与

+ 文脈付与

木や食の文化に触れ、生物愛（バイオフィリア）と SDGs 的視点を育む建物　その地域ならではの木や食、地域のものに触れる　　

情報リテラシーの過程情報リテラシーの過程

アタッチメントアタッチメント健全な発達

学校への準備

自分自身と
学校に対する
マインドセット

忍耐力

自立と持続性

ストレス管理ストレス管理

自己認識自己認識
社会意識

関係性を築く
スキル

社会意識
関係性を築く
スキル

実行機能実行機能

学校への
適合

学校への
適合

主体性主体性

好奇心好奇心自己
主導性
自己
主導性

市民
意識
市民
意識

レジリ
エンス
レジリ
エンス

学業に
おける
粘り強さ

学業に
おける
粘り強さ

帰属意識帰属意識自己
効力感
自己
効力感

心の
成長
心の
成長

自制心自制心

発
達
段
階

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の整理イメージ

はやわかり book より引用

健康な
心と身体

思考力の
芽生え

自立心

自然との
関わり・
生命尊重

協同性

数量・図形、
文字などへの
関心・感覚

道徳性・
規範意識の
芽生え

言葉による
伝え合い

社会生活
との関わり

豊かな
感性と表現

幼児教育において育みたい資質・能力の整理

知識・技能

知識・技能の基礎
（遊びや生活の中で、豊かな体験を通じて、何を
感じたり、何に気付いたり、何が分かったり、

何ができるようになるのか）

学びに向かう力・人間性等
（心情、意欲、態度が育つ中で、いかによりよい生活を営む

か）

思考力・判断力・表現力の基礎
（遊びや生活の中で、気付いたこと、できるよう
になったことなども使いながら、どう考えたり、
試したり、工夫したり、表現したりするか）

学びに向かう力
・人間性等

思考力・判断力
・表現力等

小
学
校

以
上

幼
児
教
育

※下に示す資質・能力は例示であり、
遊びを通しての総合的な指導を通じて育成される。

※三つの円の中で例示さ
れる資質・能力は、五つ
の領域の「ねらい及び内
容」及び「幼児期の終わ
り ま で に 育 っ て ほ し い
姿」から、主なものを取
り出し、便宜的に分けた
ものである。

●基礎的な生活習慣や生活に必要な技能の
獲得　●身体感覚の育成　●規則性、法則性、関連

性等の発見　●様々な気付き、発見の喜び　●日常生活
に必要な言葉の理解　●多様な動きや芸術表現のた

めの基礎的な技能の獲得　等

●試行錯誤、工夫　●予想、予測、比較、
分類、確認　●他の幼児の考えなどに触れ、新しい

考えを生み出す喜びや楽しさ　●言葉による表現、伝え
合い　●振り返り、次への見通し　●自分なりの表

現　●表現する喜び　等

●思いやり　●安定した情緒　●自
信　●相手の気持ちの受容　●好奇心、探求心　

●葛藤、自分への向き合い、折り合い　●話し合い、
目的の共有、協力　●色・形・音等の美しさや面白さ

に対する感覚　●自然現象や社会現象への関心　
等

遊びを通しての
総合的な指導《

環
境
を
通
し
て
行
う
教
育
》

収まりきら
ずにこぼれ
る能力
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変換のプロセス＝人間の文化

人の手で
素材を

育てること
（農林業）

何が
食べられ、

何が
使えるか
（素材
の発見）

全ての
もととなる

自然、
さまざま

な
動植物

手を
動かして
ものの

形を変え
つくること

（料理・工
作・演奏）

つくられ
たもの

料理
や家具、

空間
の体験

（光・風・
音…）

多様性の
学び、
好き

嫌いの
克服

知育
徳育  体育 「生」の充実に不可欠な

要素を豊かにしていく主
体的な能力

食育衣育 木育（住）

生き物 素材・材料 日常的な
「もの」・道具 人間の体験

五感すべてを動員した
体験による学び 視覚 味覚 嗅覚 触覚聴覚

既存樹木「くすの木」を活用した自然あふれる環境をつくり、動植物に触れ、塩田や農業を体感

県産材による家具づくり
（当社事例）

手に触れる部分の木格子（当
社事例）

古民家の廃材を利用した家
具・什器（当社事例）

草 花 を か た ど っ た タ イ ル と そ の 解 説（ 当 社 事 例 ）
食 べ ら れ る も の とそ うで な い も の に つ いて も 説 明

演 劇・ 音 楽 鑑 賞、 植 物 の 
メタファによる空間（当社事例）

知育 =徳育・体育を下支えし、同様に衣食住の「住」の文化を伝
える「木育」。自然・生命に由来するものが、命を失い素材・材料
となり、人間の手によりさまざまに加工され、人々の手に届くとい
う変換のプロセス全体を、五感を育みながら学ぶことが重要です。

生物としての樹木や草花、動物に触れ、それが食べられるものや建物や家具、
道具となることを知り、自らの手で加工したり、加工の様子を目にします。
五感全てを使い、さまざまな素材やもの、演劇や音楽等の音や動作に触れ
ることが感性を伸ばしていくのが 0歳～ 6歳に不可欠です。

木や食の文化に触れ、生物愛（バイオフィリア）と SDGs 的視点を育む建物　その地域ならではの木や食、地域のものに触れる　　

子供たちが五感を介して遊びの中で植物や自然を学べる環境を目指します。植栽の選定 /配
置を行い、学校内、学校の周辺で色々な季節の花や実や匂いなどを学べるユニバーサル
デザインの考え方を基本に安心安全で、外部にも座れる様な環境を作ります。



5資料 2

ラーニングコモンズ・・・情報を知識に、知識を創造に変えていく空間。さまざまなヒト・モノ・コト情報と出会い、それらを仲間
とともに議論し展開していくことで、新しい学びの可能性を生み出す。

乳幼児から大人までの新しい学びや学習法等について、ヒアリングをしています。
•	「公文式学習」・・・解き方を教わるのではなく、自分の力で教材の問題を解く学習法。「やればできる」という自己肯定感を育み、

未知の領域にも、自分から挑戦する力を培う。

•	「学研」・・・乳幼児から大人まで幅広い層への教育の実施。STEAM を軸に、新しい学びを事業化している。

•	「チャイルド・アイズ」・・・一人ひとりの「脳の器」を拡げ、たくさんの選択肢と可能性を与えることで、人生を積極的に生きられる人
間を育成する。子どもたちを取り巻く環境を整え、健全な精神を育むよう援助。

※乳幼児から大人までの新しい学びや学習法等について
公文・学研・チャイルド・アイズ等にヒアリングをしています。

教育のあり方

松岡亮二

地方ならではの教育
のあり方を考えること
が重要です 大都市

vs
地方

子どもの遊び・絵
本

公共のあり方

レ イ・ オ ル
デンバーグ

アントネッラ
・アンニョリ

保育のあり方

小さい時の図形等
コミュニケーション Marcy Abhau

ポール・タフ

→→ →→

教育分野や関連分野の多様な文献を読み解き、ハード・ソフト両面から施設のあるべき姿を考えています
複合化などにより、生まれてから老後まで訪れる事が出来る新しいタイプの学習環境を持った公共施設が重要です


